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北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

本郷新《原生の譜》
1967年　ブロンズ（本郷新記念札幌彫刻美術館蔵）

　何かを受け止めるような動きを見せる左右の手。

エッジを効かせ細部を単純化した造形ですが、それぞ

れの指の関節は複雑な曲がり方をしており、有機的な

印象を与えます。手のひらには大きな穴が穿たれ、光

の通り道になっています。

　本郷新は若いころに、ロダンが制作した五本の指を

曲げて苦悶しているような形の手の彫刻を見て、手だ

けで様々な感情を表現できることに魅力を感じたそう

です。手は顔以上に複雑微妙で大きな世界を持ってい

るのだと確信し、本郷は生涯にわたって、手そのものが

モチーフになっている作品や、人物像で手を大きく強

調した作品を制作していきました。

　本作は、北海道開道百年を記念する大型の野外モ

ニュメントのための模型でしたが、実現には至りません

でした。人は手を使って大地を切り開き、協力し合い、

祈りを捧げる…そんな無名の人々の知られざる歴史を

手の造形から浮かび上がらせようとしたのかもしれま

せん。

　本郷新記念札幌彫刻美術館では、本郷新生誕120年

を記念してマンガ『本郷新伝』を2026年2月に出版し

ました。マンガ内では「手」が生み出すものの世界の広

さ、功罪、普遍性を軸に物語が展開していますので、ぜ

ひ手の表現に注目してみてください。

（本郷新記念札幌彫刻美術館学芸員　梅村尚幸）

会 報

2 0 2 6年 3月

■今年は近年にない大雪の季節となり、雪かきにいそしんだ方も多かったのではないでしょうか。我が家は実家と隣同士の
一軒家なので毎回 2 軒分の作業を 大汗をかきながらやっていました。春を迎えるとそんな苦労もすっかり忘れ、北海道に
住んでいる楽しさを満喫できる季節が訪れます。今は、つくづくこの地に住んでいて良かったと実感できる日々を過ごして
います。  （KN）

海外研修旅行 2025年9月23日（火）～30日（火）

　6年振りに海外美術研修旅行が最大募集人数に迫る24名
の参加で催行されました。パリでは主にオルセー美術館、ノー
トルダム大聖堂（大火災後に再建） 、ルーブル美術館、パリ市
立近代美術館、オランジュリー美術館を見学。また、ベルサイ
ユ宮殿、ジヴェルニーのモネの庭園の散策、エミール・ガレで
有名なナンシー派美術館、藤田嗣治終焉の地ランスのフジタ・

チャペルを訪れ、最終日
はドレスコードで装いエッ
フェル塔のシャンパンラ
イトに照らされるセーヌ
川のディナークルーズも
満喫しました。協力会の
企画ならではの美術三昧
の旅となりました。旅行
後のアンケートでは「ア
ルテピアの企画で安心」
「内容が充実している」
と大満足の高い評価を
得ることができました。

北海道美術館ボランティア交流研修会
 2025年10月3日（金）

海外美術研修旅行（６泊8日）
魅惑のフランス～パリ中心にナンシー、ランス充実の旅
 2025年9月23日（火）～30日（火）

　10月3日に第20回北海道美術館ボランティア交流研修
会が旭川市で開催されました。全道の美術館ボランティア5
団体から68名が参加し「美術館との協力の現状とあり方」を
テーマに研修と交流を深めました。参加者は5つの分科会
に分かれて話し合い、各団体の特徴ある活動を学びました。
研修会の内容には旭川美術館学芸員の解説もあり、開催中
の「かがくいひろし
の世界展」について
理解を深めることが
できました。参加者
の多くが交流研修
会閉会後、作品の
鑑賞のため旭川美
術館へ向かいまし
た。

ジュニア・アート・クラブ2025
「モノタイプって  何？」～新しい版画に挑戦しよう
 2025年11月1日（土）

　本年度のジュニア・アー
ト・クラブは美術家の秋
元さなえ氏を講師にお迎え
し、クリアファイル、絵具、
のりを使ってモノタイプ
（一枚だけ）の版画作りに
挑戦しました。
　参加者は小学生7人、
秋元氏の親しみのある説
明の下、クリアファイルに
自由に絵の具、のりを塗
り、ヘラなどでキズをつけ
版を刷り上げて行きます。
工程の簡単さ、刷り上がっ
た図柄の意外性が参加者を惹きつけ、ただ一枚の版画作りに
熱心に取り組んでいました。完成した作品は芸術週間中、近
美2階の西側壁に展示され来館者の目を楽しませてくれていま
した。
　制作後は常設展示場でギャラリー・ツアーを体験、多くの作

品を鑑賞しました。悪天候
の激しい雨の降る中、参加
した皆さんにとって今回の
ワークショップが美術に親
しむきっかけとなり、美術館
へ足を運ぶ一歩に繋がるこ
とを願っています。

A r t e p i a  N ew s

令和7年度　秋の野外彫刻清掃
 2025年10月15日（水）

　朝の雨も上がり、秋の野外
彫刻清掃が行われました。4
班（それぞれ学芸員1人、ボラ
ンティア4人）に分かれて、学
芸員から清掃作業手順を聞き、
近美5作品と知事公館の3作
品の表面を丁寧に拭きました。
「意心帰」の清掃が終わると、
白い大理石が陽の下で輝いて
いました。作業前に、学芸員
から安田侃氏がイサム・ノグチ
賞を受賞した話を伺いました。
安田氏は、子どもたちが作品
に触れ、身体全体で感じる作
品を世界に広げたいと語ってい
たそうです。その話を聞き、
彫刻を磨いた参加者たちは、
子供たちが笑顔で作品に触れ
る姿を思い描いていました。



ポ
ケ
モ
ン
は
、
1
9
9
6
年
に
発
売
さ
れ

た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
『
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー 

赤
・
緑
』
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
や
だ

れ
も
が
知
る
大
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
世

界
中
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
一

方
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
人
々
の
暮
ら
し
を

支
え
て
き
た
工
芸
は
、
生
活
の
道
具
で
あ
る

と
と
も
に
、
優
れ
た
造
形
作
品
と
し
て
も
評

価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
日
本
は
、

そ
の
種
類
の
豊
か
さ
と
表
現
の
多
彩
さ
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
人
間
国
宝
か
ら
注
目
の
若

手
ま
で
20
名
の
工
芸
作
家
が
、
ポ
ケ
モ
ン
を

テ
ー
マ
に
多
種
多
様
な
素
材
と
わ
ざ
を
駆
使

し
て
作
品
制
作
に
挑
み
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
る
約
90
点
の
作

品
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
企
画
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
特
別
な

も
の
で
、
実
に
多
彩
な
表
現
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ケ

モ
ン
と
工
芸
と
い
う
、
一
見
す
る
と
共
通
項
の
な
さ
そ
う
な

二
つ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
「
か
が
く
変
化
」

に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
は
3
つ
の
章
を
設
け
、
作
家
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

す
が
た 

―
迫
る
！ 

こ
の
章
で
は
、
工
芸
の
わ
ざ
に
よ
っ
て
金
属
や
土
、
木
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
ポ
ケ
モ
ン
た
ち
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
高
度
な
技
巧
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
ポ
ケ
モ
ン
は
、
洗
練
さ
れ
た
装
飾
性
や
圧
巻
の
迫
力
に
満

ち
た
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
田
亨
は
、
木も
く

象ぞ
う

嵌が
ん

な
ど
の
伝
統
技
法
を
用
い
て
木
工
作

品
を
手
掛
け
る
作
家
で
す
。
《
飛
昇
》
で
は
ホ
ウ
オ
ウ
を
螺

ポケモン×工芸展 
―美とわざの大発見―

2026年4月25日（土）～6月21日（日）
北海道立近代美術館学芸員　大石 智子

福田亨《飛昇》2022年　個人蔵　撮影/斎城卓満田晴穂《自在ギャラドス》2022年　個人蔵　撮影/斎城卓
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旋
形
に
組
ん
だ
タ
ワ
ー
の
上
に
配
し
、
高
く
飛
翔
す
る
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
麻
の
葉
文
様
を

タ
ワ
ー
の
構
造
に
採
用
し
、
彩
色
す
る
こ
と
で
ホ
ウ
オ
ウ
が

飛
び
去
っ
た
あ
と
に
虹
が
か
か
る
と
い
う
神
話
を
装
飾
的
に

表
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
ふ
し
ぎ
な
生
き
物
で
あ
る
ポ
ケ
モ
ン
を
、
か

ら
だ
の
形
や
色
、
毛
の
質
感
だ
け
で
な
く
動
き
や
気
配
ま
で

も
リ
ア
ル
に
表
現
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
先
に

紹
介
し
た
福
田
亨
と
自
在
置
物
（
金
工
）
の
第
一
人
者
で
あ

る
満
田
晴
穂
の
両
氏
に
よ
る
、
札
幌
会
場
初
公
開
と
な
る
新

作
展
示
と
対
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

 

も
の
が
た
り 

―
浸
る
！ 

ポ
ケ
モ
ン
の
世
界
観
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ

作
家
も
い
ま
す
。
池
本
一
三
は
、
本
企
画
を
き
っ
か
け
に
は

じ
め
て
ゲ
ー
ム
を
し
、
殿
堂
入
り
（
シ
ナ
リ
オ
の
ク
リ
ア
）

ま
で
果
た
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
体
験
を
も
と
に
、
ポ
ケ
モ

ン
ト
レ
ー
ナ
ー
の
少
年
と
ポ
ケ

モ
ン
た
ち
の
冒
険
物
語
を
3
点

の
ガ
ラ
ス
器
に
描
き
出
し
ま
し

た
。
今
回
使
用
さ
れ
た
色
は
8

色
。
ガ
ラ
ス
面
に
ア
ル
コ
ー
ル

で
溶
か
し
た
エ
ナ
メ
ル
顔
料
を

吹
き
付
け
、
低
温
で
焼
き
付
け

る
工
程
を
何
度
も
繰
り
返
し
て

着
色
し
ま
す
。
細
か
い
点
を
幾
重
に
も
重
ね
る
こ
と
で
、
空

想
的
な
ポ
ケ
モ
ン
の
世
界
が
立
ち
現
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
章
で
は
、
ポ
ケ
モ
ン
の
技
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
な
ど
、
多
様
な
表
現
を
通
し
て
ポ
ケ
モ
ン
の
世
界
観
に
浸

れ
る
で
し
ょ
う
。

 

く
ら
し 

―
愛
で
る
！ 

こ
の
章
で
は
、
ポ
ケ
モ
ン
が
あ
し
ら
わ
れ
た
器
、
装
身

具
や
衣
裳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
彫
金
で
人
間
国
宝
に
認
定

さ
れ
た
桂
盛
仁
は
、
げ
っ
こ
う
ポ
ケ
モ
ン
・
ブ
ラ
ッ
キ
ー
を

モ
チ
ー
フ
に
、
金
属
板
を
打
ち
出
し
て
帯
留
め
や
ブ
ロ
ー
チ

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
金
を
５
％
加
え
た
赤し
ゃ
く銅ど
うを
素
材
に
選
び
、

被
膜
内
で
金
の
粒
子
が
光
を
反
射
し
、
紫
が
か
っ
た
黒
と
な

る
色
味
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
輪
模
様
に
は
金
と
赤
銅
を
二
重

に
は
め
込
み
、
ま
た
本
体
の
裏
板
を
わ
ず
か
に
覗
か
せ
る
こ

と
で
輪
郭
線
を
光
ら
せ
る
な
ど
、
精
緻
な
技
巧
が
駆
使
さ
れ

て
い
ま
す
。

ほ
か
の
作
家
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
、
漆
芸
、
陶

芸
、
染
織
の
技
術
の
粋
を
注
ぎ
込
ん
だ
器
や
着

物
な
ど
を
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
代
的
な

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
ポ
ケ
モ
ン
が
、
工
芸
の
わ
ざ

を
身
近
な
も
の
と
し
、
そ
の
魅
力
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

作
家
た
ち
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
工
芸
作
品
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と

の
な
い
新
た
な
ポ
ケ
モ
ン
の
世
界
を
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ

る
ポ
ケ
モ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
工
芸
の
奥
深
い

魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊�

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
章
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

桂盛仁　上から《帯留 ブラッキー「威嚇」》、《ブローチ ブラッキー
「眠り」》、《帯留 ブラッキー「立ち姿」》
2022年　個人蔵　撮影/斎城卓

水橋さおり《友禅帯「閃光」》
2022年　個人蔵　撮影/斎城卓

※5月24日（日）まで展示

池本一三《冒険のはじまり》2022年　個人蔵　撮影/斎城卓

©2026 Pokémon.
©1995-2026 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
TM, ®, and character names are trademarks of Nintendo.
©池本一三、©桂盛仁、©福田亨、©水橋さおり、©満田晴穂
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m
i
m
a
三
岸
好
太
郎
美
術
館

近
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
小
森
忍
と
北
海
道
」

4
月
25
日（
土
）〜
8
月
30
日（
日
）

小
森
忍
（
1
8
8
9
～
1
9
6
2
）
は
大
阪

生
ま
れ
。
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
に
お
い

て
、
中
国
の
古
陶
磁
、
と
り
わ
け
釉
薬
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
後
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会

社
中
央
試
験
所
に
お
い
て
、
中
国
古
代
釉
の

解
明
と
再
現
に
尽
力
し
ま
し
た
。

研
究
を
基
本
と
し
た
小
森
は
、
京
都
か
ら

大
連
、
次
い
で
愛
知
県
瀬
戸
市
、
三
重
県
阿

山
郡
へ
と
拠
点
を
移
し
な
が
ら
、
数
々
の
陶

芸
作
品
や
建
築
材
料
を
手
が
け
、
世
に
送
り

出
し
ま
す
。
そ
し
て
晩
年
と
な
っ
た
戦
後
は

写
真
展

「
岩
合
光
昭
の
世
界
ネ
コ
歩
き
2
」

4
月
11
日（
土
）〜
6
月
21
日（
日
）

動
物
写
真
家
・
岩
合
光
昭
（
1
9
5
0
〜
）

は
半
世
紀
以
上
、
野
生
動
物
と
自
然
の
織
り

な
す
光
彩
を
求
め
、
世
界
各
地
を
巡
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
身
近
な
ネ
コ
の
撮
影
に
も
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
ネ
コ
の
視
点
に
限
り
な
く
近
づ

き
、
自
然
な
表
情
や
動
き
を
岩
合
な
ら
で
は

の
光
と
構
図
で
と
ら
え
る
そ
の
作
品
は
、
多

く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
岩
合
が
撮
影
・
出
演
す
る
「
岩
合

m
i
m
a
移
動
美
術
館
in
豊
平
館

お
か
え
り
好
太
郎
さ
ん 

豊
平
館
へ

―
95
年
目
の
個
展
―

4
月
25
日（
土
）〜
5
月
28
日（
木
）

三
岸
好
太
郎
は
、
上
京
後
も
た
び
た
び
故

郷
・
札
幌
を
訪
れ
て
は
作
品
を
制
作
・
発
表

し
友
人
や
支
援
者
に
も
恵
ま
れ
、
こ
の
街

と
深
い
絆
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
の
札
幌
滞
在
時
は

意
欲
的
な
活
動
を
重
ね
、
そ
の
後
の
更
な
る

飛
躍
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動

を
象
徴
す
る
の
が
同
年
9
月
に
豊
平
館
で
開

催
さ
れ
た
個
展
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
展
覧
会
で
は
、
三
岸
好
太
郎
美
術
館
の
所

蔵
作
品
に
よ
り
、
豊
平
館
に
て
好
太
郎
の
個
展

の
一
部
を
再
現
。
会
場
と
な
っ
た
豊
平
館
は
開

函
館
美
術
館
開
館
40
周
年
記
念

う
つ
く
し
き
日
本
画

ー
横
山
大
観
、菱
田
春
草
、杉
山
寧
を
中
心
に

4
月
18
日（
土
）〜
6
月
21
日（
日
）

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
急
速
に
西
欧
化
が
進
ん

だ
明
治
時
代
、
日
本
画
は
、
旧
来
の
絵
画
の

諸
流
派
を
統
合
し
つ
つ
、
西
洋
画
＝
油
彩
画

に
対
抗
す
る
新
し
い
日
本
独
自
の
絵
画
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
以
降
、
大
正
、
昭
和
と

日
本
画
は
富
士
山
や
花
鳥
風
月
、
移
ろ
う
四

季
な
ど
、
伝
統
的
な
日
本
の
美
を
積
極
的
に

表
す
と
と
も
に
、
表
現
を
多
様
化
さ
せ
て
時

代
の
変
化
に
も
寄
り
添
い
、
そ
し
て
今
日
も
、

日
本
の
美
術
の
一
大
分
野
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
岡
山
県
井
原
市
に
本
社
を
置
く

北
海
道
に
渡
り
、
江
別
市
を
新
た
な
拠
点
と

し
て
創
作
活
動
を
展
開
し
続
け
た
の
で
す
。

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
小
森
忍
作
品

と
、
小
森
が
北
海
道
で
関
わ
っ
た
窯
元
や
作

家
の
作
品
な
ど
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

道
内
陶
芸
界
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
小

森
忍
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

光
昭
の
世
界
ネ
コ
歩
き
」（
N
H
K
）で
訪
れ
た

世
界
60
カ
所
以
上
の
場
所
か
ら
選
ば
れ
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
な
ど
16

地
域
の
ネ
コ
を
紹
介
す
る
写
真
展
で
す
。
ネ
コ

が
人
々
の
暮
ら
し
に
溶
け
こ
み
、
共
に
生
き
る

姿
を
鮮
明
に
写
し
出
し
て
い
ま
す
。

世
界
各

地
の
個
性

豊
か
な
ネ

コ
を
巡
る

旅
、
お
楽

し
み
く
だ

さ
い
。

拓
使
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
1
9
2
2
（
大
正

11
）
年
に
札
幌
市
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
か
ら
は

市
の
公
会
堂
と
共
に
、
1
9
5
8
（
昭
和
33
）

年
に
中
島
公
園
の
現
所
在
地
に
移
築
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
市
民
の
芸
術
活
動
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
好
太
郎
の
個
展
の
一
部
再
現
展
示
を
出
発

点
に
、
か
つ
て
札
幌
の
芸
術
文
化
の
拠
点
の
一

つ
で
あ
っ
た
豊
平
館
の
歴
史
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

シ
ー
ピ
ー
化
成
株
式
会
社
の
日
本
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
に
寄
託
）
よ
り
、

横
山
大
観
（
1
8
6
8-

1
9
5
8
）、菱
田
春
草

（
1
8
7
4-

1
9
1
1
）、杉
山
寧や
す
し（
1
9
0
9-

1
9
9
3
）
と
い
っ
た
各
時
代
を
代
表
す
る
著

名
な
画
家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
、
時
代
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
日
本
画
が
織
り
な
す
美
し
く

心
温
ま
る
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

小森忍《雪結晶文花瓶》
1957 年頃　北海道立近代美術館蔵

リオデジャネイロ／コパカバーナ
©Mitsuaki Iwago

三岸好太郎《花ト蝶》1932 年
北海道立三岸好太郎美術館　

函
館
美
術
館

横山大観《明け行く日本》1954 年
ひろしま美術館

（シーピー化成株式会社コレクション）
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ア
メ
リ
カ
版
画
展

A
m

e
rica

n
 P

rin
ts

4
月
11
日（
土
）〜
5
月
6
日（
水
・
振
休
）

20
世
紀
後
半
の
美
術
に
お
け
る
大
き
な
出
来

事
の
一
つ
と
し
て
、ヨ
ー
ロッ
パ
を
中
心
に
紡
が
れ

て
き
た
ア
ー
ト
シ
ー
ン
が
、ア
メ
リ
カ
へ
と
そ
の
場

を
移
し
て
いっ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。中
で

も
、ニュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
起
こ
っ
た
革
新
的
な

美
術
運
動
に
よ
って
、力
強
く
明
晰
な
発
信
力
を

持
っ
た
ア
ー
ト
が
世
界
を
席
巻
し
ま
し
た
。そ
れ

は
大
き
な
潮
流
と
な
り
、美
術
界
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、続
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
新
時
代
を
拓

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、北
海
道
立
帯
広
美
術
館
の
所
蔵

作
品
か
ら
、ア
メ
リ
カ
の
美
術
シ
ー
ン
に
大
き

藤
田
嗣
治
　
絵
画
と
写
真

4
月
29
日（
水
・
祝
）〜
6
月
28
日（
日
）

本
展
で
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
を
代

表
す
る
画
家
、
藤
田
嗣
治
（
レ
オ
ナ
ー
ル
・

フ
ジ
タ
、
1
8
8
6-

1
9
6
8
）
の
絵
画
と

写
真
の
関
係
に
つ
い
て
、
撮
ら
れ
る
こ
と
、

描
く
こ
と
、
そ
し
て
撮
る
こ
と
と
い
う
3
つ

の
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
藤
田
は
同
時
代

の
写
真
家
た
ち
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
旅
先
の
風
景
や
人
物
を
カ
メ
ラ
に
収

め
、
写
真
の
細
部
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
て

絵
画
の
構
図
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
藤
田
を
被
写
体
と
し
た
写
真
や
、
絵

う
・
つ
・
す
　
―
版
と
写
真
の
挑
戦

4
月
25
日（
土
）〜
6
月
28
日（
日
）

「
う
つ
す
」と
い
う
言
葉
か
ら
、ど
の
よ
う
な

動
作
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？
場
所
を

移
す
、ノ
ー
ト
を
写
す
、写
真
を
写
す
、鏡
に
映

す
…
な
ど
、日
常
生
活
の
中
で
も
様
々
な
も
の

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。本
展
は
、「
う
つ
す
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、版
と
写
真
の
幅
広
い
表

現
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

複
製
と
い
う
共
通
点
を
も
つ
版
と
写
真
は
、

歴
史
的
に
見
て
も
深
く
関
わ
り
合
っ
て
き
ま
し

た
。現
在
ま
で
に
、写
真
を
用
い
た
製
版
技
法

や
写
真
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
版
画
な
ど
、互
い

の
特
色
を
生
か
し
た
作
品
も
数
多
く
生
み
出

追
悼
　
國
松
明
日
香
展

6
月
6
日（
土
）〜
9
月
27
日（
日
）

2
0
2
5
年
3
月
に
急
逝
し
た
札
幌
在

住
の
彫
刻
家
國
松
明
日
香
（
1
9
4
7

-

2
0
2
5
）
が
、
北
海
道
の
文
化
芸
術
に
い

か
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
か
を
改
め
て
振

り
返
る
展
覧
会
。

國
松
は
道
内
各
地
の
公
共
空
間
に
約
60
点

も
の
彫
刻
を
設
置
し
て
お
り
、
北
海
道
を
代

表
す
る
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も

に
、
札
幌
市
立
高
等
専
門
学
校
な
ど
で
長
く

後
進
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
に
開
催
さ
れ
た
札
幌
芸
術
の
森

美
術
館
で
の
個
展
は
1
9
8
7
年
以
降
の
立
体

な
足
跡
を
残
し
た
ロ
イ
・リ
ク
テ
ン
ス
タ
イ
ン
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ・ロ
ー
ゼ
ン
ク
イ
ス
ト
、フ
ラ
ン
ク・ス
テ

ラ
ら
の
版
画
作
品
に
加
え
、そ
の
影
響
を
受
け

自
身
の
創
作
へ
と
結
実
さ
せ
た
靉あ

い

嘔お
う

、木
村
利

三
郎
な
ど
の
作
品
を
交
え
て
展
示
。ア
メ
リ
カ

を
中
心
に
世
界
へ
と
広
が
り
、時
代
を
変
革
し

た
美
術
の
流
れ
を
た
ど
り
ま
す
。

画
と
そ
の
素
材
と
な
っ
た
写
真
を
通
し
て
、

彼
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
絵
画
の
制
作
プ
ロ
セ

ス
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
世
界
初
公

開
も
含
む
藤
田
撮
影
の
写
真
と
と
も
に
、
絵

画
作
品
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
そ
の
魅
力
を

探
り
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、北
海
道
立
帯
広
美
術
館
と
当
館
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
柱
で
あ
る
、プ
リ
ン
ト

ア
ー
ト
と
映
像
芸
術
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
、約

70
点
を
と
お
し
て
多
様
な「
う
つ
す
」に
せ
ま
り

ま
す
。会
場
で
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
展

で
は
1
9
7
3
年
の
最
初
期
の
版
画
か
ら
近
作

ま
で
を
展
示
し
、
作
風
の
変
遷
を
み
せ
る
と
と

も
に
、
飛
生
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
南
区
芸

術
祭
（
札
幌
）
な
ど
様
々
な
文
化
活
動
の
記
録

を
紹
介
し
ま
す
。

帯
広
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

木村利三郎《City 434B"Information"》
1997 年頃

ドラ・カルムス（マダム・ドラ）
《猫を肩にのせる藤田嗣治》1927 年
東京藝術大学所蔵

出店久夫《地と母子像》
2010-11 年　北海道立帯広美術館蔵

國松明日香《秋霖》2006 年　札幌芸術の森美術館蔵

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

釧
路
芸
術
館
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TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

ア ル テ ピ ア ・ サ ロ ン

9/12（土）～11/8（日）
MINIATURE LIFE展2
田中達也 見立ての世界

9/12（土）～12/20（日）
わたしのつくりかた
福井爽人の旅
―彼方の眺め

市立小樽美術館コレクション展
国立美術館コレクション・プラス

ガラスの夢
～スタジオ・グラス運動の作家たち

6/26（金）
～7/1（水）
北海道
書道展
（貸館）

　　ボランティア活動に向けて 小林　繁雄　
　「３年間は続けるべきだ」。新卒入社数ヶ月後、大学
の先輩から言われた。「現職でさまざまなスキルや経験
を身につけるべきだ」。
　３年後、転機は訪れた。道立美術館の営業担当に指
名された。入社まで美術に興味の無かった私は、上司の
言われるままに営業活動をしていた。仕事が身について
きて、美術館学芸員の業務に取り組む姿勢を観、打ち合
わせでの話を聞き、営業職としての意識の変化が生じた。

また、図録の学芸員の論文を読み、美術作家そして作品
にとても興味が湧き、仕事にのめり込んでいく。
　この印刷会社で43年間仕事を続けられたのは、美術
館学芸員と一緒に印刷物を創り上げたこと、多くの美術
作家、作品と出会うことができたおかげである。
　「石の上にも三年」これからの新たなボランティア活
動に、この言葉を胸に美術に関わっていきたいと想う。

A R T E P I A  S A L O N

　平成6年4月、協力会の事務局組織改訂により事業部が誕生しました。以来、事業部は道立
近代美術館の所蔵屋外彫刻清掃の協力窓口、国内・海外美術研修旅行や総会後のつどいの
計画立案・実施を行なってきました。全ての事業は、一般会員への参加呼び掛けやボランティア
会員、理事会や学芸員との協力依頼等がかかせない活動です。
なかでも旅行企画は全員で案を出し合い、協議の上で決まりま
す。大変魅力的でやり甲斐のある仕事です。昨年度は、春秋の
彫刻清掃、6年振りの海外美術研修旅行と全ての行事が盛大に
実施され嬉しい年度になりました。これからも協力会の一翼を担
う魅力的な活動の展開を目指していきます。

三恵のライト付ルーペ
各1,430円

安藤牧子
タデとつゆ草（自筆）

10,000円

ユーパワー
名画木製ジャンプ傘

　2,860円

アートワークス・
ファン

各880円

大井戸百合子
ポストカード額（サイン入り）
絵はがきプレゼント付 1,800円

第16回 道展U21 開催 2026年２/６（金）～２/８（日）

　15 ～ 21歳を対象とした美術公募展「道展U21」の入選者が2月5日に発表され、札幌市民ギャラ
リーで2月6日から8日の3日間展示されました。
　今年は昨年を超える874点の応募作品の中から、大賞には札幌
大谷高等学校／平井鴻之介さんの松ぼっくりで作った立体作品「ジ
ロの懸念」、（一社）北海道美術館協力会賞には北海道教育大学岩
見沢校の杉山心優さんの油彩画「燻る」が選ばれました。
　会期中は荒天が懸念されましたが多くの方が足を運ばれ、若々
しいエネルギー溢れる作品に見入っていました。

ボランティア活動のご紹介  第7回  事業部

杉山心優 「燻る」

美術館のおもな展覧会ご案内
 4 5 6 7 8 9

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

帯
広
美
術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

6/26（金）～8/31（月） 
北大創基150周年 好太郎と北大

※会場：北海道大学北海道ワイン教育研究センター　

4/11（土）～6/21（日）
写真展　岩合光昭の世界ネコ歩き 2

4/18（土）～6/21（日）
函館美術館開館40周年記念
うつくしき日本画

―横山大観、菱田春草、杉山寧を中心に

7/25（土）～9/23（水・祝）
チームラボ

学ぶ！未来の遊園地 函館（貸館）

7/4（土）～9/6（日）
うつくしき日本画

―横山大観、菱田春草、杉山寧を中心に

4/11（土）～9/6（日）
ここにある山、心にある山

1/17（土）～
4/12（日）
０さいからの
げいじゅつ
のもり

4/29（水・祝）～6/28（日）
藤田嗣治　絵画と写真

※5/25(月)のみ休館（展示替えのため）

7月11日（土）～9月27日（日）
花と獣　いろとかたち

4/29（水・祝）～6/28（日）
所蔵品企画展

北海道と戦争―能勢眞美と国松登

2/22（日）～5/24（日）
本郷新生誕120年記念　コレクション展

マンガでわかる本郷新

6/6（土）～9/27（日）
追悼　國松明日香展 

～5/24（日）
コレクション展　2025-2026

5/30（土）～2027/5/23（日）
コレクション展　2026-2027

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室

濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

TEL 0138-56-6311 函館美術館 検索

検索

検索

検索

検索

○開館時間 9：30～17：00　（入館は16：30まで）　　
 ※芸術の森9：45～17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館　10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となることを
目指す取組みです。

2026.4～2026.9
MUSEUM CALENDAR

4/11（土）～6/14（日）
コレクション・セレクション　版画

※5/7～5/15休館

4/18（土）～8/30（日）超新星　三岸好太郎・画業のきらめき 9/20（日）～12/10（木）
好太郎をめぐる7人の男と女

4/25（土）～6/28（日）
う・つ・す

―版と写真の挑戦

7/11（土）～9/13（日）
笠間日動美術館コレクションの至宝
ゴッホ《サン＝レミの道》に出会える！

西洋と日本、同時代を生きた画家たち

4/11（土）～5/6（水・振休）
アメリカ版画展

5/16（土）～6/14（日）
とかちのいきもの展

7/11（土）～9/6（日）
深緑の森　十勝とバルビゾン

７/11（土）～9/6（日）
チームラボ 学ぶ！未来の遊園地 帯広

9/19（土）～
11/23(月・祝)
さくらももこ展

9/19（土）～
11/23(月・祝)
抽象彫刻

4/25（土）～6/21（日）
ポケモン×工芸展
―美とわざの大発見―

7/17（金）～8/30（日）
魔法の美術館

4/25（土）～8/30（日）
描かれた女性たち―エコール・ド・パリの時代を中心に

小森忍と北海道
この１点を見てほしい。松島巌《紡がれた器》

ウィズ・キッズ ’26 まねしてはっけん！アートのポーズ

4/18（土）～7/1（水）  新収蔵品展

4/18（土）～7/1（水）  鷗亭と川端文学 7/25（土）～9/23（水・祝）　おうていさん、こんにちは。

※7/25（土）～9/23（水・祝）は常設展を開催しません

4/29（水・祝）～11/3（火・祝）　札幌芸術の森野外美術館

4/25（土）～5/28日（木）
おかえり好太郎さん  豊平館へ

―95年目の個展―
※会場：重要文化財 豊平館北海道立近代美術館ミュージアムショップ

　TEL 直通 : 011-621-8027　E-mail : shop@artepia.or.jp　
　https://artepia.base.shop 
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TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

ア ル テ ピ ア ・ サ ロ ン

9/12（土）～11/8（日）
MINIATURE LIFE展2
田中達也 見立ての世界

9/12（土）～12/20（日）
わたしのつくりかた
福井爽人の旅
―彼方の眺め

市立小樽美術館コレクション展
国立美術館コレクション・プラス

ガラスの夢
～スタジオ・グラス運動の作家たち

6/26（金）
～7/1（水）
北海道
書道展
（貸館）

　　ボランティア活動に向けて 小林　繁雄　
　「３年間は続けるべきだ」。新卒入社数ヶ月後、大学
の先輩から言われた。「現職でさまざまなスキルや経験
を身につけるべきだ」。
　３年後、転機は訪れた。道立美術館の営業担当に指
名された。入社まで美術に興味の無かった私は、上司の
言われるままに営業活動をしていた。仕事が身について
きて、美術館学芸員の業務に取り組む姿勢を観、打ち合
わせでの話を聞き、営業職としての意識の変化が生じた。

また、図録の学芸員の論文を読み、美術作家そして作品
にとても興味が湧き、仕事にのめり込んでいく。
　この印刷会社で43年間仕事を続けられたのは、美術
館学芸員と一緒に印刷物を創り上げたこと、多くの美術
作家、作品と出会うことができたおかげである。
　「石の上にも三年」これからの新たなボランティア活
動に、この言葉を胸に美術に関わっていきたいと想う。

A R T E P I A  S A L O N

　平成6年4月、協力会の事務局組織改訂により事業部が誕生しました。以来、事業部は道立
近代美術館の所蔵屋外彫刻清掃の協力窓口、国内・海外美術研修旅行や総会後のつどいの
計画立案・実施を行なってきました。全ての事業は、一般会員への参加呼び掛けやボランティア
会員、理事会や学芸員との協力依頼等がかかせない活動です。
なかでも旅行企画は全員で案を出し合い、協議の上で決まりま
す。大変魅力的でやり甲斐のある仕事です。昨年度は、春秋の
彫刻清掃、6年振りの海外美術研修旅行と全ての行事が盛大に
実施され嬉しい年度になりました。これからも協力会の一翼を担
う魅力的な活動の展開を目指していきます。

三恵のライト付ルーペ
各1,430円

安藤牧子
タデとつゆ草（自筆）

10,000円

ユーパワー
名画木製ジャンプ傘

　2,860円

アートワークス・
ファン

各880円

大井戸百合子
ポストカード額（サイン入り）
絵はがきプレゼント付 1,800円

第16回 道展U21 開催 2026年２/６（金）～２/８（日）

　15 ～ 21歳を対象とした美術公募展「道展U21」の入選者が2月5日に発表され、札幌市民ギャラ
リーで2月6日から8日の3日間展示されました。
　今年は昨年を超える874点の応募作品の中から、大賞には札幌
大谷高等学校／平井鴻之介さんの松ぼっくりで作った立体作品「ジ
ロの懸念」、（一社）北海道美術館協力会賞には北海道教育大学岩
見沢校の杉山心優さんの油彩画「燻る」が選ばれました。
　会期中は荒天が懸念されましたが多くの方が足を運ばれ、若々
しいエネルギー溢れる作品に見入っていました。

ボランティア活動のご紹介  第7回  事業部

杉山心優 「燻る」

美術館のおもな展覧会ご案内
 4 5 6 7 8 9

近
代
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術
館
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川
美
術
館

函
館
美
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館

帯
広
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術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

6/26（金）～8/31（月） 
北大創基150周年 好太郎と北大

※会場：北海道大学北海道ワイン教育研究センター　

4/11（土）～6/21（日）
写真展　岩合光昭の世界ネコ歩き 2

4/18（土）～6/21（日）
函館美術館開館40周年記念
うつくしき日本画

―横山大観、菱田春草、杉山寧を中心に

7/25（土）～9/23（水・祝）
チームラボ

学ぶ！未来の遊園地 函館（貸館）

7/4（土）～9/6（日）
うつくしき日本画

―横山大観、菱田春草、杉山寧を中心に

4/11（土）～9/6（日）
ここにある山、心にある山

1/17（土）～
4/12（日）
０さいからの
げいじゅつ
のもり

4/29（水・祝）～6/28（日）
藤田嗣治　絵画と写真

※5/25(月)のみ休館（展示替えのため）

7月11日（土）～9月27日（日）
花と獣　いろとかたち

4/29（水・祝）～6/28（日）
所蔵品企画展

北海道と戦争―能勢眞美と国松登

2/22（日）～5/24（日）
本郷新生誕120年記念　コレクション展

マンガでわかる本郷新

6/6（土）～9/27（日）
追悼　國松明日香展 

～5/24（日）
コレクション展　2025-2026

5/30（土）～2027/5/23（日）
コレクション展　2026-2027

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室

濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

TEL 0138-56-6311 函館美術館 検索

検索

検索

検索

検索

○開館時間 9：30～17：00　（入館は16：30まで）　　
 ※芸術の森9：45～17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館　10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となることを
目指す取組みです。

2026.4～2026.9
MUSEUM CALENDAR

4/11（土）～6/14（日）
コレクション・セレクション　版画

※5/7～5/15休館

4/18（土）～8/30（日）超新星　三岸好太郎・画業のきらめき 9/20（日）～12/10（木）
好太郎をめぐる7人の男と女

4/25（土）～6/28（日）
う・つ・す

―版と写真の挑戦

7/11（土）～9/13（日）
笠間日動美術館コレクションの至宝
ゴッホ《サン＝レミの道》に出会える！

西洋と日本、同時代を生きた画家たち

4/11（土）～5/6（水・振休）
アメリカ版画展

5/16（土）～6/14（日）
とかちのいきもの展

7/11（土）～9/6（日）
深緑の森　十勝とバルビゾン

７/11（土）～9/6（日）
チームラボ 学ぶ！未来の遊園地 帯広

9/19（土）～
11/23(月・祝)
さくらももこ展

9/19（土）～
11/23(月・祝)
抽象彫刻

4/25（土）～6/21（日）
ポケモン×工芸展
―美とわざの大発見―

7/17（金）～8/30（日）
魔法の美術館

4/25（土）～8/30（日）
描かれた女性たち―エコール・ド・パリの時代を中心に

小森忍と北海道
この１点を見てほしい。松島巌《紡がれた器》

ウィズ・キッズ ’26 まねしてはっけん！アートのポーズ

4/18（土）～7/1（水）  新収蔵品展

4/18（土）～7/1（水）  鷗亭と川端文学 7/25（土）～9/23（水・祝）　おうていさん、こんにちは。

※7/25（土）～9/23（水・祝）は常設展を開催しません

4/29（水・祝）～11/3（火・祝）　札幌芸術の森野外美術館

4/25（土）～5/28日（木）
おかえり好太郎さん  豊平館へ

―95年目の個展―
※会場：重要文化財 豊平館北海道立近代美術館ミュージアムショップ

　TEL 直通 : 011-621-8027　E-mail : shop@artepia.or.jp　
　https://artepia.base.shop 
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第88号

北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

本郷新《原生の譜》
1967年　ブロンズ（本郷新記念札幌彫刻美術館蔵）

　何かを受け止めるような動きを見せる左右の手。

エッジを効かせ細部を単純化した造形ですが、それぞ

れの指の関節は複雑な曲がり方をしており、有機的な

印象を与えます。手のひらには大きな穴が穿たれ、光

の通り道になっています。

　本郷新は若いころに、ロダンが制作した五本の指を

曲げて苦悶しているような形の手の彫刻を見て、手だ

けで様々な感情を表現できることに魅力を感じたそう

です。手は顔以上に複雑微妙で大きな世界を持ってい

るのだと確信し、本郷は生涯にわたって、手そのものが

モチーフになっている作品や、人物像で手を大きく強

調した作品を制作していきました。

　本作は、北海道開道百年を記念する大型の野外モ

ニュメントのための模型でしたが、実現には至りません

でした。人は手を使って大地を切り開き、協力し合い、

祈りを捧げる…そんな無名の人々の知られざる歴史を

手の造形から浮かび上がらせようとしたのかもしれま

せん。

　本郷新記念札幌彫刻美術館では、本郷新生誕120年

を記念してマンガ『本郷新伝』を2026年2月に出版し

ました。マンガ内では「手」が生み出すものの世界の広

さ、功罪、普遍性を軸に物語が展開していますので、ぜ

ひ手の表現に注目してみてください。

（本郷新記念札幌彫刻美術館学芸員　梅村尚幸）

会 報

2 0 2 6年 3月

■今年は近年にない大雪の季節となり、雪かきにいそしんだ方も多かったのではないでしょうか。我が家は実家と隣同士の
一軒家なので毎回 2 軒分の作業を 大汗をかきながらやっていました。春を迎えるとそんな苦労もすっかり忘れ、北海道に
住んでいる楽しさを満喫できる季節が訪れます。今は、つくづくこの地に住んでいて良かったと実感できる日々を過ごして
います。  （KN）

海外研修旅行 2025年9月23日（火）～30日（火）

　6年振りに海外美術研修旅行が最大募集人数に迫る24名
の参加で催行されました。パリでは主にオルセー美術館、ノー
トルダム大聖堂（大火災後に再建） 、ルーブル美術館、パリ市
立近代美術館、オランジュリー美術館を見学。また、ベルサイ
ユ宮殿、ジヴェルニーのモネの庭園の散策、エミール・ガレで
有名なナンシー派美術館、藤田嗣治終焉の地ランスのフジタ・

チャペルを訪れ、最終日
はドレスコードで装いエッ
フェル塔のシャンパンラ
イトに照らされるセーヌ
川のディナークルーズも
満喫しました。協力会の
企画ならではの美術三昧
の旅となりました。旅行
後のアンケートでは「ア
ルテピアの企画で安心」
「内容が充実している」
と大満足の高い評価を
得ることができました。

北海道美術館ボランティア交流研修会
 2025年10月3日（金）

海外美術研修旅行（６泊8日）
魅惑のフランス～パリ中心にナンシー、ランス充実の旅
 2025年9月23日（火）～30日（火）

　10月3日に第20回北海道美術館ボランティア交流研修
会が旭川市で開催されました。全道の美術館ボランティア5
団体から68名が参加し「美術館との協力の現状とあり方」を
テーマに研修と交流を深めました。参加者は5つの分科会
に分かれて話し合い、各団体の特徴ある活動を学びました。
研修会の内容には旭川美術館学芸員の解説もあり、開催中
の「かがくいひろし
の世界展」について
理解を深めることが
できました。参加者
の多くが交流研修
会閉会後、作品の
鑑賞のため旭川美
術館へ向かいまし
た。

ジュニア・アート・クラブ2025
「モノタイプって  何？」～新しい版画に挑戦しよう
 2025年11月1日（土）

　本年度のジュニア・アー
ト・クラブは美術家の秋
元さなえ氏を講師にお迎え
し、クリアファイル、絵具、
のりを使ってモノタイプ
（一枚だけ）の版画作りに
挑戦しました。
　参加者は小学生7人、
秋元氏の親しみのある説
明の下、クリアファイルに
自由に絵の具、のりを塗
り、ヘラなどでキズをつけ
版を刷り上げて行きます。
工程の簡単さ、刷り上がっ
た図柄の意外性が参加者を惹きつけ、ただ一枚の版画作りに
熱心に取り組んでいました。完成した作品は芸術週間中、近
美2階の西側壁に展示され来館者の目を楽しませてくれていま
した。
　制作後は常設展示場でギャラリー・ツアーを体験、多くの作

品を鑑賞しました。悪天候
の激しい雨の降る中、参加
した皆さんにとって今回の
ワークショップが美術に親
しむきっかけとなり、美術館
へ足を運ぶ一歩に繋がるこ
とを願っています。

A r t e p i a  N ew s

令和7年度　秋の野外彫刻清掃
 2025年10月15日（水）

　朝の雨も上がり、秋の野外
彫刻清掃が行われました。4
班（それぞれ学芸員1人、ボラ
ンティア4人）に分かれて、学
芸員から清掃作業手順を聞き、
近美5作品と知事公館の3作
品の表面を丁寧に拭きました。
「意心帰」の清掃が終わると、
白い大理石が陽の下で輝いて
いました。作業前に、学芸員
から安田侃氏がイサム・ノグチ
賞を受賞した話を伺いました。
安田氏は、子どもたちが作品
に触れ、身体全体で感じる作
品を世界に広げたいと語ってい
たそうです。その話を聞き、
彫刻を磨いた参加者たちは、
子供たちが笑顔で作品に触れ
る姿を思い描いていました。
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